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うららかに たくましく ～耕し 萌えたち みのらせ さきみだる～

「靡 不 有 初 鮮 克 有 終」
冬休みが明けて半月、今日から２月です。３月に

入ると３年生は入試や卒業式、１・２年生もお世話

になった３年生を送る準備や自分たちの進級の準備

などがあり、さらに慌ただしくなっていきます。そ

のため、今年度１年間を振り返り、最後のがんばり

を発揮しながら次年度につなげる最も重要な期間

が、この２月になります。２月をどう過ごすのか？

自分の全力を発揮できるか？で、自分自身の１年間

の成果にも違いが表れるはずです。

ǄሲẺǾῢȢ⳥țǅという言葉があります。意味

はǄርൗȎǷǧǳǛȚǸȔȚ⢢ǧƹርൗȢᴘᘑǻ͙

ˁǢțǣǸƹỈኦǜᴘᘑǷǒț」ことです。学校生

活に当てはめると、「有終」は３年生にとっては卒

業、１・２年生にとっては修了を、「美」は自分の

立てた目標、自分が描く成長した姿を、「飾る」は

その「美」に向けて最後まで努力することを指すの

でしょう。似たような言葉にǄẺȟȚȘǡȜȀǩȉ

ǶȘǧǅがありますが、こちらはǄᢽ̘ǾỈቊǜঘ

̘ǷǒȚƹ⣐ᲧǿޫⲥǻǺșǺǔǅという意味です。

よい結果という点では同じですが、その意味には違

いがあります。

太中生１２６人には、ỈኦǻǴǺǜȚƹ⣐ᲧȢঘ

պǻǧǯǄሲẺǾῢȢ⳥țǅ年度末となるための２

月を過ごしてほしいと強く思う２月１日です。

靡不有初 鮮克有終 （『詩經』・大雅・蕩より）

[書き下し文]

初めあらざること靡(な)く 克(よ)く終わりあること
鮮(すく)なし
[原文の語訳]

初めがないものはないが 完成した終わりは少ない
[分かりやすい解釈例]

物事をするのに、初めは誰でも計画を立てて一生懸
命にやるが、それを最後までやり遂げる者は少ない

後半部の「鮮克有終」が「有終の美」の元になった言葉
です。

過去と他人は変えられないが

未来と自分は変えられる (エリック・バーン)

スキ－授業 無事終了

昨日１月３１日（火）、１・

２年生のスキー授業が終了しま

した。太田自慢の大台スキー場

では、学校生活の中で目にする

ことのない子どもたちの姿に出

会うこともできました。スキー

場がある地域の学校の子どもた

ちは、スキーもスノーボードも上手だし、大好きな

んだと言うことも改めて実感しました。まずは、大

きなけがもなく終えられたことに感謝ですし、指導

してくださった大台スキー学校ＳＡＪ指導員の先生

方に深く感謝いたします。

おめでとう
～太中生の活躍～

令和４年度第５３回大曲仙北小

中学校スキー大会 （R5 1/29）

中学校女子大回転

第２位 髙橋 凛


